
会
長  
　原  

隆
夫
さ
ん（
北
下
）

　
こ
の
た
び
、
５
人
の
認
定
農
業
者
を
含

む
８
人
の
農
業
委
員
の
中
か
ら
会
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
は
８
人
中
７
人
が
再
選
と
な

り
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
は
、
農
地
転
用
の
業
務
は

も
と
よ
り
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
の

集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
な
ど
、
農

地
の
利
用
の
最
適
化
を
積
極
的
に
推
進
し

て
行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
よ
り
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
の
実
質
化
に
向
け
た
活
動
も
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
当
会
で
は
例
年
、
町
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
と
協
力
し
、
明

治
・
駒
寄
両
小
の
５
年
生
を
対
象
に
食
育
教
育
の
一
環
と
し
て
田
植
え
・

稲
刈
り
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
体
験
を
通
じ
て
子
供
達
が

農
業
に
関
心
を
持
ち
、
将
来
町
で
農
業
の
担
い
手
と
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば

幸
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
優
良
農
地
を
確
保
し
、
遊
休
農
地
の
解
消

に
努
め
る
の
が
当
会
の
役
割
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
町
で
は
人
口
増
加
が
続
き
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
加

え
、
新
規
就
農
者
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
農
業
委
員

と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
が
連
携
を
密
に
し
、
農
地
中
間
管
理
機

構
を
活
用
し
な
が
ら
、
町
お
よ
び
関
係
諸
機
関
と
連
携
し
て
活
動
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新農業委員・農地利用最適化推進委員の
皆さんを紹介します

新農業委員・農地利用最適化推進委員の
皆さんを紹介します

地域農業の
リーダー

職務代理者
永田　雅信
（大久保寺下）

農業委員
石倉　一也
（漆原西）

農業委員
森田　茂
（北下）

農業委員
志塚　淳
（大久保寺上）

農業委員
小材 美惠子
（溝祭）

農業委員
栗田　美鳥
（漆原東）

農地利用最適化推進委員
森田　利夫
（上野田）

農地利用最適化推進委員
山本　清
（上野原）

農地利用最適化推進委員
川㞍　一郎
（下野田）

農地利用最適化推進委員
笹沢　宏
（南下）

農地利用最適化推進委員
髙橋　鉄男
（溝祭）

農地利用最適化推進委員
栁岡　利夫
（駒寄）

農地利用最適化推進委員
須田　禎宥
（漆原東）

農
業
委
員
会
長
の
あ
い
さ
つ

農地利用最適化推進委員
萩原　和浩
（北下）

農業委員
渡邊　利平
（小倉）

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
農
業
委
員
会
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
新
農
業
委
員
に
は
８
人
が
町
長
よ
り
任
命
さ
れ
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
に
つ
い
て
も
８
人
が
農
業
委
員
会
長
よ
り
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
会
長
に
は
　
原
隆
夫
さ
ん
、
会
長
の
職
務
代
理
者
に

は
永
田
雅
信
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
地
域
農
業
の
指
導
や
農
地
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
な
ど
に

ご
尽
力
く
だ
さ
る
、
新
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

７ 吉岡町役場 ☎54—3111（代表）




